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 津波によって再堆積させられた砕屑物を津波堆積物と呼ぶ．津波堆積物に基づいて，過去数千年に発生

した津波の履歴を解明することが可能であり，津波防災上の観点からも津波堆積物は注目されるようにな

ってきた．ここでは2011年の東日本震災によって形成された津波堆積物，および地質時代の津波堆積物の

研究事例を報告するとともに，岡山県南部地域における津波履歴の解明についても述べる． 
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1. 津波堆積物とは？ 

 津波は海洋で発生する波の一種で，主に海底地震によ

る海底面の急激な変動によって生じる．風による波（風

浪）に比べ長波長（数10km～数100km）かつ長周期（10

分～数10分）の波である．津波はまれに発生する現象で

はあるが，インド洋津波（2004）や東北地方太平洋沖地

震津波（2011）のように，ひとたび発生すれば沿岸部に

甚大な被害をもたらすことがある1)． 

津波による流れは陸上から沖合海底にいたる広い範囲

において，地表や海底面にある土砂・生物遺骸・人工物

等を移動・運搬・再堆積させる．その結果形成された堆

積物が津波堆積物である2)（図1）．津波堆積物が研究対

象として認識されるようになったのは概ね1980年代以降

であり，未だ未成熟の分野である3)．しかしながらこれ

までの研究により，海岸付近で形成される津波堆積物の

もつ特徴が明らかにされつつある4)．津波堆積物の研究

結果に基づいて堆積物の中から津波の痕跡を同定するこ

とが可能となり，過去数千年にわたる津波の発生履歴が

解明できるようになってきた5)．今回の東北日本震災に

関しても，津波堆積物からは過去に大規模な地震・津波

が発生していたことが判明していた6)．このような成果

は，他の手法では得難いものであり，津波リスクの評価

や地震・津波防災の観点からも注目されつつある． 

 

 

図1 津波堆積物の概念図7)(Einsele et.al,1996を改編) 
 

2.  東日本震災の津波堆積物 

(1)    東日本震災の概要 
2011年東北地方太平洋沖地震（東日本震災）は2011年

3月11日14時46分頃に，東北地方の太平洋沖で発生した

マグニチュードM9.0のプレート境界型巨大地震である8)．

震源域の延長は岩手県沖から茨城県沖までの約500kmに

達した． 

この地震により巨大な津波が発生し，日本列島の太平

洋沿岸部をはじめとして，ハワイ諸島やアメリカ西海岸

地域など世界各地で津波の到来が観測された9)．リアス

式海岸の発達する三陸海岸では最大約40mの遡上高が確

認された10)．また仙台平野では最大で海岸からおよそ

5km内陸まで津波が押し寄せた11)． 

 
(2)   本調査の目的 
東日本震災による津波によって，東北地方の太平洋沿

岸部の広い範囲で津波堆積物が形成された．この堆積物

の特徴を記録しておくことにより，M9クラスの地震によ

る津波で形成される津波堆積物の性状が明らかになり，

堆積物から津波履歴を解明する上で有用な資料となる．

本調査は仙台平野周辺を対象として，どの地点でどのよ

うな津波堆積物が形成されたのか記録・記載することを

目的として行っている．調査は現在も継続中であり，本

報告では2011年9月に仙台平野南部の亘理町で行われた

津波堆積物の観察および記載結果について述べる． 

 
(3)   調査地点の概要 
調査を行ったのは宮城県亘理町の南端付近である（図

2a）．この地域では津波は海岸から約4kmほど内陸まで

達した11)．調査では海岸から山側に向かう12地点での津

波堆積物の性状を記録した（図2b）． 

 



 

図2 調査地点（亘理町南端部） 

（地形図および浸水範囲は国土地理院による） 

 
(4)   調査結果 
本調査地域で観察した12地点のうち，代表的な5地点

（No.1,7,9,10,12）について，その特徴を示す． 

No. 1：津波堆積物は厚さ30cmの，黒色の平行ラミナ

の発達する中粒砂～粗粒砂から成る（図3）．

粒度組成は上位，下位の前浜堆積物と同じで

あるが，特徴的なラミナにより，それらと区

別可能である．No.1地点の周辺には津波発生

後6カ月の時点でも津波によって運搬された

がれきが多数残されている（図4）． 

No. 7：津波堆積物は厚さ27cmの，正級化する2つのユ

ニットからなる（図5）．各ユニットの下部

には下位層起源の泥岩偽礫が含まれる．ユニ

ット上部は主に中粒砂からなり，弱い平行ラ

ミナが見られる． 

No. 9 : 津波堆積物は厚さ12cmの，弱い平行ラミナが

見られる細粒～中粒砂からなる（図6）．下

部に腐植質な泥をレンズ状に含む．この地点

の周辺でも津波によるがれきが残されている

（図7）． 

No.10: 津波堆積物は厚さ5～7cmの，細粒～中粒砂を

含む泥層からなる（図8）．堆積構造等は認

められず，津波以前の堆積物（下位の層）と

の区別はやや不明瞭となってくる． 

No.12: この地点では明瞭な津波堆積物は確認されな

い（図9）． 

 

 
図3 No.1地点の津波堆積物 

 
図4 No.1地点の周辺状況 

 
図5 No.7地点の津波堆積物 

 

図6 No.9地点の津波堆積物 

 



 

図7 No.9地点の周辺状況 

 
図8 No.10地点の津波堆積物 

 

図9 No.12地点（津波堆積物なし）  

 
(5)   本調査の総括 
津波で浸水した4km区間のうち，明瞭な砂層として津

波堆積物が認定できたのは，海岸線から2.5km程度であ

った（およそNo.9地点付近まで）．それより内陸側に行

くに従って識別は次第に困難となる． 

津波堆積物は内陸に向かって薄層化および細粒化する

傾向がある．これは既に指摘されていた陸上の津波堆積

物の特徴と一致する12)． 

砂を主体とする津波堆積物（No.1,7,9地点）には，し

ばしば平行ラミナが発達する． 

震災半年後の時点でも津波堆積物は多数の地点で残さ

れており，さらなるデータの積み重ねが求められる． 

 

3.  地質時代の津波堆積物 

 (1)   調査の背景と目的 
津波堆積物は陸上や海岸付近だけでなく，沖合海底に

も形成されることは知られているが，その詳細な性状は

十分には解明されていない13)．この調査で対象としたの

は現在では陸上に露岩している，新第三紀の海成堆積岩

（師崎層群）である．本層群の一部には露岩状況が良好

で詳細な観察が可能な津波堆積物が含まれている14)． 

ここでは津波堆積物の堆積学的諸特性（粒度や堆積構

造など）から，この堆積物が形成されうる津波の規模の

検討を行った事例15)について紹介する． 

 
(2)   調査地点の概要 
調査地点は知多半島南端部に位置する，愛知県南知多

町にある（図10）．知多半島南部には前期中新世に上部

漸深海域で形成された師崎層群が分布する16,17)． 

調査地点には半遠洋性の泥岩が主に堆積しているが，

その中に厚さ数cm～数mの，砂岩と礫岩からなる上方細

粒化ユニットが，複数層準で出現している． 

 

 
図10 調査位置図 

 
(3)   調査結果 
上方細粒化ユニットのうち，径3mの円礫を含む，最も

粗粒なユニット（図11）について詳細な観察・記載を行

った．このユニットはチャネル埋積状の礫岩の上にシー

ト状の砂岩層が覆うようにして構成されている（図12；

柱状対比図）．ユニット上部の砂岩層には流れが反転し

たことを示す堆積構造が残されている（図13）．このユ

ニットが上部漸深海域で形成されたことを考慮すれば，

これは津波によって形成されたものと解釈される． 



この津波堆積物を形成した津波は，堆積物に含まれる

最も大きな礫を運搬・堆積させたはずである．津波の数

値シミュレーションに基づいて，最大の礫を動かし得た

津波を発生させることが可能な地震の規模を推定すると

マグニチュードM9.0ないしそれ以上となる．すなわちこ

の津波堆積物は巨大津波の痕跡である． 

 

 

図11 上方細粒化ユニット 

 

 

図12 柱状対比図 

 

 

図13 流れの反転を示す堆積構造 

 
(4)   本調査の総括 
本調査では，津波堆積物の観察および記載によって得

られる堆積学的諸特性をもとに，堆積物を形成した津波

の規模が推定可能であることを示した．今回検討した地

質時代の津波堆積物はM9クラス以上の地震による巨大津

波によって形成されたことが判明した． 

 

4.  津波堆積物と津波防災 

 

津波堆積物を津波防災に活用する必要性は，古文書記

録が無い，もしくは乏しい地域（世界の多くの地域がこ

れに該当する）においては，以前より認識されていた18)．

日本は，世界的に見れば古文書記録が豊富に残されてい

る地域であり，多数の地震や津波の状況が古文書から明

らかにされてきた19)．そうであるゆえに，津波堆積物か

ら得られる知見については，津波防災に活用してはこな

かった．しかしながら，今回の東北日本震災を受けて，

地震・津波防災における津波堆積物のもつ意義が認識さ

れるようになった20)． 

 

5.  岡山県南部地域における津波 

岡山県南部，瀬戸内海沿岸部は昭和南海地震(1946)に

おいて，液状化による被害はあったものの津波による被

害はほとんどなかった．しかしながら，安政南海地震

(1854)では津波によるかなりの被害があった21)．この安

政南海地震よりも巨大な南海地震（東海・東南海・南海

地震）が幾度も生じてきたことが古文書記録の分析から

判明している22)．すなわち，太平洋沿岸部ほどではない

にせよ，岡山県南部地域も多くの津波の襲来を受けてき

た地域であると言える． 

渡辺(1998)22)等に基づいて，岡山県南部地域に襲来し

たであろう津波を引き起こした地震を列挙すると表1に

ようになる．なお，この表のうち赤字で示した地震につ

いては連動型巨大地震の可能性が考えられている． 

表に示したように，岡山県南部地域にはこれまで多数

の津波の襲来があったと想定される．しかしながら，そ

の履歴の解明は十分ではない．岡山県南部における津波

リスクを適切に評価するためには，古文書記録の精査と

津波堆積物の調査を併せた津波履歴の解明が必要であろ

う． 

 
表1 津波をもたらしたと推定される地震 

 



 

6.  まとめ 

津波堆積物は長期間（数千年あるいはそれ以上）にわ

たる津波の発生履歴を記録している．そこから得られる

情報は津波防災にとって有用である． 
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